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黒
田
航
・
李
在
鎬

１　

は
じ
め
に

　

自
然
言
語
処
理
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
の
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ

デ
ー
タ
を
コ
ー
パ
ス
と
し
て
扱
う
可
能
性
が
現
実
化
し
、
そ
の
流

れ
は
一
層
堅
固
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
を
コ
ー
パ

ス
と
し
て
使
う
こ
と
へ
の
批
判
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
使
い

方
次
第
で
は
利
点
の
方
が
多
い
よ
う
に
思
う
。
⑴
に
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー

パ
ス
の
長
所
を
、
⑵
に
短
所
を
幾
つ
か
挙
げ
た
（
注
１
）。

　
　

⑴
ａ　

電
子
化
（e.g.,

「
書
き
起
こ
し
」）
の
手
間
が
不
要
。

　
　
　

ｂ　

デ
ー
タ
の
規
模
が
（
お
そ
ら
く
十
分
に
）
大
き
い
。

　
　
　
ｃ　

内
容
／
用
例
が
（
お
そ
ら
く
十
分
に
）
多
様
で
あ
る
。

　
　

⑵
ａ　

量
と
内
容
が
共
に
常
に
変
化
し
、
動
的
で
あ
る
。

Ｗ
Ｗ
Ｗ
を
丸
ご
と
デ
ー
タ
に
す
る
と

何
が
わ
か
る
か
？

─
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
を
言
語
研
究
に
利
用
す
る

─

　
　
　

ｂ　
「
ノ
イ
ズ
」
が
多
い
。

　
　
　
ｃ　

代
表
性
に
欠
け
る
。

⑴
ｂ
の
利
点
と
⑴
ｃ
の
利
点
は
相
関
し
て
い
る
（
こ
れ
は
⑴
ｃ
が

⑴
ｂ
を
前
提
に
す
る
た
め
で
あ
る
）。
こ
れ
は
既
存
の
コ
ー
パ
ス
（
例

え
ば
新
聞
コ
ー
パ
ス
）
に
較
べ
て
明
ら
か
に
優
位
で
あ
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ

コ
ー
パ
ス
と
の
比
較
を
通
じ
て
新
聞
記
事
に
使
わ
れ
る
言
語
は
文

体
の
面
（cf.

伊
藤
（
文
献
５
））
で
も
語
彙
や
語
義
の
分
布
の
面
（cf.

竹
内
（
文
献
10
））
で
も
偏
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
に
な

り
つ
つ
あ
る
。

　

当
然
、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
に
欠
点
は
あ
る
。
⑵
ａ
が
理
由
で
、
例

え
ば
正
確
な
統
計
量（
語
数
）を
測
定
で
き
な
い
。
⑵
ｂ
の
問
題
は
、

一
定
の
割
合
で
誤
用
、
逸
脱
用
法
（e.g., 2ch

の
言
語
）、
道
徳
的
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に
好
ま
し
く
な
い
内
容
を
表
わ
し
た
文
章
が
含
ま
れ
る
点
に
あ
る

（
こ
れ
ら
を
自
動
的
に
除
外
す
る
こ
と
は
難
し
い
）。
⑵
ｃ
の
問
題
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
パ
ス
は
新
聞
コ
ー
パ
ス
に
較
べ
比
較
的
多
様
な
デ
ー

タ
を
含
ん
で
い
る
と
は
言
え
（
話
し
コ
ト
バ
を
含
ま
な
い
の
で
）
均

衡
コ
ー
パ
ス
で
は
な
い
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
文
章
を
書
く
習
慣

を
も
つ
人
々
の
言
語
実
態
し
か
対
象
に
な
ら
な
い
。

　

⑴
の
利
点
と
⑵
の
弱
点
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
⑵
の
弱
点
を
容

認
す
る
こ
と
な
し
に
⑴
の
利
点
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
原
理
的
に

不
可
能
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
を
コ
ー
パ
ス
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
の
是
非
は
、
研
究
目
的
に
合
っ
て
い
る
か
否
か

で
評
価
す
る
し
か
な
い
。
研
究
の
目
的
が
日
本
語
の
正
確
な
統
計

的
実
態
の
調
査
で
あ
れ
ば
、
⑵
ａ
は
本
質
的
な
難
点
と
な
る
だ
ろ

う
が
、
用
例
研
究
と
そ
の
先
に
あ
る
意
味
研
究
の
見
地
か
ら
は
⑴

ｃ
の
効
果
は
絶
大
で
あ
る
。

　

以
上
の
問
題
意
識
の
下
、本
稿
で
は
次
の
二
つ
の
こ
と
を
す
る
。

①
長
谷
部
（
文
献
22
）
に
よ
るW

ikipedia

日
本
語
版
を
コ
ー
パ

ス
化
す
る
試
み
を
２
節
で
紹
介
し
、
②
そ
れ
に
続
く
３
節
以
下
で

河
原
・
黒
橋
（
文
献
19
、
20
）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、http://nlp.

kuee.kyoto-u.ac.jp/nl-resource/casefram
e.htm

l

で
一
般
公

開
さ
れ
て
い
る
「
Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
自
動
構
築
さ
れ
た
格
フ
レ
ー
ム
辞

書
」（
以
下
、
単
に
「
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
」）
を
使
っ
た
言
語
研
究
を

紹
介
す
る
。
４
節
は
李
ほ
か
（
文
献
24
）
の
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の

元
に
な
っ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
パ
ス
を
使
っ
た
実
証
研
究
の
紹
介
、
５

節
は
黒
田
ほ
か
（
文
献
11
）
の
現
行
の
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の
精
度

評
価
の
研
究
で
あ
る
。

２　

W
ikipedia

日
本
語
版
の
コ
ー
パ
ス
化

　

日
本
語
に
は
著
作
権
で
保
護
さ
れ
て
い
な
い
規
模
の
大
き
な

コ
ー
パ
ス
が
な
い
。
こ
れ
は
日
本
語
の
コ
ー
パ
ス
基
盤
言
語
学
が

な
か
な
か
進
展
し
な
い
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
現
状
を
改
善

す
る
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
長
谷
部
（
文
献
22
）
は
、W

ikipedia 

の
日
本
語
版
が
比
較
的
規
模
の
大
き
な
、
著
作
権
上
の
制
約
の
な

い
日
本
語
コ
ー
パ
ス
と
し
て
の
利
用
を
可
能
に
す
るW

P2T
X

T

とM
conc

と
い
う
ツ
ー
ル
を
開
発
し
、http://yohasebe.

com
/

で
公
開
し
て
い
る
。

　

W
P2T

X
T

は
、W

ikipedia

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ー
タ
をbz2

を
展
開
し
つ
つ
、xm

l

デ
ー
タ
を
ス
キ
ャ
ン
し
てtitle

要
素
お

よ
び
テ
キ
ス
ト
要
素
内
の
デ
ー
タ
を
抽
出
す
る
。
こ
れ
は
生
デ
ー

タ
か
ら
不
要
なw

iki

タ
グ
とhtm

l

タ
グ
を
除
去
し
テ
キ
ス
ト
に

変
換
す
る
処
理
で
あ
る
（
一
般
に
構
造
化
さ
れ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
の
平

テ
キ
ス
ト
へ
の
整
形
の
自
動
化
は
重
要
な
処
理
で
あ
る
）。M

conc

は

W
P2T

X
T

で
処
理
し
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
形
態
素
解
析
し
、

ユ
ー
ザ
が
指
定
す
る
文
字
列
や
形
態
素
の
パ
タ
ー
ン
を
抽
出
す
る
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機
能
を
も
つ
。
形
態
素
解
析
はM

eCab

（
注
２
）
を
用
い
て
行
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
次
の
処
理
を
行
う
。
ま
ず
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
を
読
み
込
ん
で
文
の
単
位
に
分
解
し
、
形
態
素
解
析
を
行
う
。

そ
し
て
出
力
結
果
を
設
定
フ
ァ
イ
ル
に
あ
ら
か
じ
め
記
述
さ
れ

た
正
規
表
現
パ
タ
ー
ン
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
デ
ー
タ
の
取
捨
選
択

を
行
い
、
抽
出
さ
れ
た
文
字
列
と
詳
細
な
形
態
素
情
報
と
をcsv

（com
m

a separated value

）
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
出
力
す
る
。

３　
「
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
」
と
は
？

　

Ｗ
ｅ
ｂ
か
ら
自
動
構
築
し
た
大
規
模
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
と
は
、

①
５
億
文
の
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
の
一
文
一
文
を
形
態
素
解
析
し
、
②

そ
れ
に
「
係
り
受
け
解
析
」
と
呼
ば
れ
る
構
文
解
析
を
行
な
っ
て

名
詞
句
と
述
語
の
間
の
述
語
／
項
関
係=

依
存
関
係
を
同
定
し
、

③
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
項
と
述
語
の
対
の
集
合
を
、
項
の
意
味
の

類
似
度
に
従
っ
て
意
味
グ
ル
ー
プ
化
し
た
デ
ー
タ
（
注
３
）
で
あ

る
。
こ
の
処
理
の
際
に
具
体
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
⑶
を
例
に
し

て
解
説
し
て
お
く
。

　
　

⑶　

次
郎
は
太
郎
を
頼
っ
て
東
京
に
出
た
。

　

⑶
の
文
を
形
態
素
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ムJU

M
A

N

（
注
４
）
で
形

態
素
解
析
し
、
そ
の
結
果
を
係
り
受
け
解
析
プ
ロ
グ
ラ
ムK

N
P

（
注
５
）
に
渡
し
て
係
り
受
け
解
析
し
て
得
ら
れ
る
解
析
結
果
は

次
の
⑷
で
あ
る
。

　
　

⑷
ａ　
　
　
　

次
郎
は
─
─
┐　

　
　
　

ｂ　

太
郎
を
─
─
┐　
　

│　

　
　
　
ｃ　
　
　
　

頼
っ
て
─
─
┤　

　
　
　

ｄ　
　
　
　

東
京
に
─
─
┤　

　
　
　
ｅ　
　
　
　
　
　
　
　

出
た
。

こ
の
出
力
は
①
「
次
郎
は
」
は
「
出
た
」
に
係
り
、②
「
太
郎
を
」

は
「
頼
っ
て
」
に
係
り
、
③
「
頼
っ
て
」
が
「
出
た
」
に
係
り
、

④「
東
京
に
」が「
出
た
」に
係
っ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

多
く
の
例
に
対
し
て
同
様
の
処
理
を
行
な
う
こ
と
で
、s

1 ={

［
次

郎
は
、出
た
］、［
東
京
に
、出
た
］}（
注
６
）、s2 ={［
太
郎
を
、頼
っ
て
］}

の
よ
う
な
項
と
述
語
の
対
［A

rg, Pred

］
の
集
合
の
集
合 S = { 

s
1 , s

2 , ... }

が
得
ら
れ
る
。
Ｓ
の
部
分
集
合
の
グ
ル
ー
プ
化
の
結
果

が
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
で
あ
る
。

[1]　

格
フ
レ
ー
ム
辞
書
で
ど
ん
な
検
索
が
で
き
る
か

　
　

⑸
ａ　

基
本
的
な
検
索
：
述
語
（i.e.

、
動
詞
、
形
容
詞
、
形
容

動
詞
）
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
主
要
部
と
す
る

格
フ
レ
ー
ム
が
一
覧
で
表
示
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
格

フ
レ
ー
ム
に
は
格
要
素
と
し
て
現
れ
る
語
の
一
覧
が
表

示
さ
れ
る
（
頻
度
２
以
上
、
上
位
20
位
ま
で
）。

　
　
　

ｂ　

原
文
の
参
照
：
格
フ
レ
ー
ム
の
検
索
結
果
で
格
要
素
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を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
原
文
が
一
覧
で
表
示
さ
れ
る
。

　
　
　
ｃ　

格
要
素
と
の
組
み
合
わ
せ
で
の
検
索
：
「
裏
目
に
出

る
」
の
よ
う
に
格
要
素
と
述
語
の
組
み
合
わ
せ
を
（
ス

ペ
ー
ス
を
空
け
て
）
入
力
す
れ
ば
、
特
定
の
格
要
素
を

含
む
格
フ
レ
ー
ム
が
検
索
可
能
。

　
　
　

ｄ　

受
身
形
／
使
役
形
で
の
検
索
：
検
索
語
の
後
に“:P”

を
つ
け
る
こ
と
で
受
身
形
の
検
索
が
、“:C”

を
つ
け
る

こ
と
で
使
役
形
の
検
索
が
可
能
。

　
　
　

ｅ　

名
詞
の
共
起
関
係
の
検
索
：
「
名
詞
か
ら
検
索
」

チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
オ
ン
に
し
て
名
詞
を
項
に
取
る

述
語
が
検
索
可
能
（
表
示
さ
れ
る
の
は
頻
度
２
以
上
現
れ

る
格
フ
レ
ー
ム
の
一
覧
）。
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
、
そ
の
格
フ
レ
ー
ム
の
詳
細
が
表
示
さ
れ
る
。

[2]　

係
り
受
け
解
析
に
関
す
る
幾
つ
か
の
注
意

　

係
り
受
け
解
析
は
広
い
意
味
で
の
依
存（
構
造
）解
析（dependency

（structure

）parsing

）
の
一
種
で
あ
り
、
そ
の
解
析
の
出
力
と
な

る
係
り
受
け
関
係
の
集
合
は
基
本
的
に
は
依
存
関
係
＝
述
語
／
項

関
係
の
集
合
で
あ
る
が
、
次
の
点
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
（
注

７
）。

　
　

⑹　

助
詞
（
例
え
ば
ニ
や
デ
）
の
曖
昧
性
は
解
消
さ
れ
て
い

な
い
（
こ
の
た
め
、
述
語
の
ニ
格
と
デ
格
の
分
類
精
度
は
ヲ
格

に
比
べ
て
非
常
に
低
い 

５
[1]
②
で
後
述
）。

　
　

⑺　
［
次
郎
は
、
上
京
し
た
］
の
よ
う
な
主
題
マ
ー
カ
ー
の

ハ
で
格
助
詞
が
非
明
示
化
さ
れ
て
い
る
係
り
受
け
関
係

は
、
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
構
築
の
候
補
集
合
か
ら
除
か
れ
て

い
る
（
ガ
格
の
生
起
数
は
一
般
に
期
待
よ
り
少
な
く
な
る
傾
向

が
あ
り
、
§
４
で
後
述
す
る
事
実
の
一
部
の
⒀
ｂ
に
影
響
が
出

て
い
る
と
思
わ
れ
る
）（
注
８
）。

　
　

⑻　

格
フ
レ
ー
ム
辞
書
で
名
詞
と
述
語
と
の
共
起
も
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る
が
（
複
合
名
詞
の
分
析
基
準
に
問
題
が
あ
っ

て
）、検
索
に
は
些
か
不
合
理
な
制
約
が
あ
る
（
例
え
ば
「
犯

人
」
や
「
防
人
」
は
検
索
で
き
る
が
「
料
理
人
」
や
「
使
用
人
」

は
検
索
で
き
な
い
。
同
じ
理
由
で
「
御
者
」
や
「
患
者
」
は
検
索

で
き
る
が
「
逮
捕
者
」
や
「
追
跡
者
」
は
検
索
で
き
な
い
）（
注
９
）。

４　

格
フ
レ
ー
ム
辞
書
を
使
っ
た
連
体
節
の
使
用
実

態
調
査

　

李
ほ
か
（
文
献
24
）
は
、
日
本
語
の
連
体
節
の
実
態
調
査
を
行

な
う
た
め
、
11
個
の
述
語
（「
恐
れ
る
」「
積
む
」「
冷
や
す
」「
寄
与

す
る
」「
固
ま
る
」「
散
る
」「
心
掛
け
る
」「
賛
成
す
る
」「
逃
げ
る
」「
逃

れ
る
」「
躍
進
す
る
」）
の
連
体
表
現
五
七
〇
五
例
を
格
フ
レ
ー
ム
辞

書
の
元
コ
ー
パ
ス
か
ら
機
械
的
に
抽
出
し
、
人
手
で
構
造
を
分
析
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し
た
。
こ
れ
か
ら K

eenan &
 Com

erie

（
文
献
３
）
や
井
上
（
文

献
23
）
の
提
唱
し
た
関
係
節
化
の
階
層
が
、
全
体
の
傾
向
と
し
て

は
記
述
的
に
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で

語
彙
項
目
（
か
そ
の
タ
イ
プ
）
に
よ
っ
て
異
な
る
分
布
を
示
し
て

い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
文
法
レ
ベ
ル
で
の
一
般

化
と
は
別
に
語
彙
項
目
の
特
性
を
踏
ま
え
た
、
構
文
的
な
レ
ベ
ル

で
の
一
般
化
も
必
要
な
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
で
あ
る
。

[1]　

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　

従
来
、日
本
語
の
連
体（
修
飾
）表
現（
広
義
の
関
係
節
）を
め
ぐ
っ

て
は
記
述
的
・
理
論
的
観
点
か
ら
様
々
な
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た

（
例
え
ば
久
野
（
文
献
４
）、奥
津
（
文
献
７
）、井
上
（
文
献
23
）、寺
村
（
文

献
15
）、
三
原
（
文
献
９
）、
加
藤
（
文
献
16
、
17
）
な
ど
）。
本
節
で
は
、

先
行
研
究
の
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
日
本
語
の
連
体
（
修
飾
）
表

現
を
記
述
す
る
上
で
重
要
な
視
点
に
つ
い
て
述
べ
る
と
同
時
に
、

本
研
究
の
問
題
提
起
を
行
う
。

　

日
本
語
の
連
体
（
修
飾
）
表
現
の
初
め
て
の
包
括
的
研
究
と
し

て
寺
村
（
文
献
15
）（
元
の
論
文
は
一
九
七
五
、一
九
七
八
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
の
記
述
的
一
般
化
の
中
心
軸
と
し
て
⑼
ａ
の
「
内
の
関

係
」と
⑼
ｂ
の「
外
の
関
係
」に
よ
る
対
比
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　

⑼
ａ　

秋
刀
魚
を
焼
く
男

　
　
　

ｂ　

秋
刀
魚
を
焼
く
に
お
い

⑼
ａ
は
連
体
先
の
名
詞
が
連
体
節
内
の
用
言
に
対
し
て
補
語
の
関

係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
内
の
関
係
」
と
呼
び
、

一
方
の
⑼
ｂ
は
そ
の
よ
う
な
関
係
が
成
立
し
な
い
こ
と
か
ら
「
外

の
関
係
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

表１　格関係に基づく装定化の可否

区 分 装定化の可否
ガ 格 可能
ヲ 格 可能
ニ 格 一部不可能（原因はやや難，変化の結果や判断基準は不可）
ヘ 格 可能
デ 格 ほとんど可能（範囲［クラスで一番背が高い］ は不可）
カラ格 部分的に可能（出発点，原因，起点は無理）
ト 格 部分的に可能 ( 動詞の項であれば可能だが，非項は無理 )
ノ 可能

　

内
の
関
係
に
関
す

る
先
行
研
究
の
観
察

と
し
て
、
寺
村
（
文

献
14
）
で
は
連
体
（
修

飾
）
節
の
可
否
を
め

ぐ
り
、
表
１
の
観
察

を
示
し
た
（
以
下
で

は
特
定
の
名
詞
を
連

体
（
修
飾
） 

節
化
す
る

こ
と
を
装
定
化
と
呼

び
、
そ
の
逆
を
述
定
化

と
呼
ぶ
）。

　

表
１
の
観
察
を
よ

り
精
緻
的
に
捉
え
た

研
究
と
し
て K

eenan 
&

Com
erie

（
文
献
３
）

と
井
上
（
文
献
23
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
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者
は
五
〇
の
言
語
の
類
型
的
調
査
か
ら
装
定
化
の
容
易
さ
の
順
序

を
表
わ
す
階
層
と
し
て
⑽
ａ
を
提
案
し
て
い
る
（
注
10
）。
後
者

は
日
本
語
の
形
態
格
の
曖
昧
性
を
考
慮
し
た
階
層
と
し
て
⑽
ｂ
を

提
案
し
て
い
る
。

　
　

⑽
ａ　

主
語＞
直
接
目
的
語＞

間
接
目
的
語＞

前
置
詞
の
目

的
語＞
所
有
格＞

比
較
級
の
目
的
語

　
　
　

ｂ　

主
格＞

直
接
目
的
格＞

間
接
目
的
格＞

位
置
格
ニ＞

位
置
格
ヲ＞

目
標
格
ニ
ま
た
は
ヘ＞

位
置
格
デ＞

助
格

デ＞

基
準
格
デ＞

奪
格＞
所
有
格＞

基
点
格＞

随
格＞

理
由
格＞

比
較
格

⑽
の
階
層
性
を
め
ぐ
っ
て
は
英
語
を
中
心
と
し
た
一
部
の
言
語
で

は
使
用
頻
度
の
調
査（
例
え
ばK

eenan

（
文
献
２
）や Fox

（
文
献
１
））

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
日
本
語
に
関
し
て
は
丸
元
・
乾
（
文
献
18
）

に
よ
る
内
の
関
係
に
対
す
る
計
量
的
調
査
は
あ
る
が
、
外
の
関
係

も
含
め
た
網
羅
的
実
態
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

寺
村
（
文
献
14
）
で
は
外
の
関
係
に
関
す
る
分
類
を
試
み
、
構

造
的
相
違
が
明
確
な
タ
イ
プ
と
し
て
⑾
と
⑿
の
対
比
を
指
摘
し
て

い
る
。

　
　

⑾
ａ　

選
挙
に
出
る
考
え

　
　
　

ｂ　

赤
ち
ゃ
ん
が
笑
っ
て
い
る
写
真

　
　

⑿
ａ　

タ
バ
コ
を
買
っ
た
お
つ
り

　
　
　

ｂ　

文
子
が
座
っ
た
う
し
ろ

⑾
は
被
修
飾
名
詞
の
内
容
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
内
容
節
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
⑿
は
「
逆
補
充
」
と
呼
ば
れ
、

被
修
飾
名
詞
が
持
つ
相
対
的
概
念
を
利
用
し
た
連
体
（
修
飾
）
表

現
の
一
つ
と
さ
れ
、日
本
語
特
有
の
構
造
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
語
学
・
言
語
学
の
知
見
は
い
ず
れ
も
日
本
語

の
構
造
を
理
解
す
る
上
で
は
重
要
で
あ
り
、
多
く
の
研
究
成
果
が

上
が
っ
て
い
る
が
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

問
題
が
意
識
さ
れ
る
一
方
で
、
個
々
の
一
般
化
が
日
本
語
の
使
用

例
に
対
し
て
ど
の
程
度
ま
で
妥
当
か
を
評
価
し
た
研
究
は
な
い
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
評
価
の
た
め
の
有
用
な
資
料
が
存
在
し
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
難
点
は
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
デ
ー
タ
を

使
う
こ
と
で
解
消
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

[2]　

デ
ー
タ
の
収
集
法
と
解
析
法

　

李
ほ
か
（
文
献
24
）
は
次
の
方
法
で
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。
①

格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の
元
コ
ー
パ
ス
か
ら
、11
個
の
述
語
の
連
体（
修

飾
）
表
現
を
抽
出
し
、
そ
の
中
か
ら
「
〜
し
た
Ａ
の
Ｂ
」
の
よ
う

に
係
り
先
に
曖
昧
性
が
あ
る
表
現
を
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
分

析
対
象
と
す
る
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
（
注
11
）。
②
人
手
で
修
飾

構
造
の
特
定
を
行
っ
た
。
分
析
の
際
に
は
、
先
行
研
究
の
指
摘
に

従
っ
て
構
造
的
タ
イ
プ
と
し
て
、
内
の
関
係
、
内
容
節
、
逆
補
充

の
３
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
と
同
時
に
、
連
体
節
内
で
の
格
関
係
を
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図１　連体（修飾）のタイプ分布

図２　内の関係の格助詞別の分布
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特
定
し
た
。
本
研
究
で
は
、加
藤
（
文
献
16
、17
）
の
示
唆
に
従
い
、

格
関
係
間
の
排
他
性
は
仮
定
し
て
い
な
い
。

[3]　

結
果
と
考
察

　

調
査
の
結
果
、
連
体
節
の
タ
イ
プ
と
し
て
図
１
の
分
布
が
得
ら

れ
た
。
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
内
の
関
係
が
も
っ
と
も
多
く
、

そ
れ
に
内
容
節
と
逆
補
充
の
タ
イ
プ
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
一
方

で
非
常
に
興
味
深
い
の
は
、
語
彙
項
目
に
よ
っ
て
分
布
の
内
訳
が

異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
寄
与
す
る
」
や
「
心
が
け
る
」

で
は
内
容
節
が
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
逃
げ
る
」
や
「
逃
れ

る
」
で
は
逆
補
充
が
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
語
彙
項

目
ご
と
に
均
質
に
分
布
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（
こ
の
分
布
の

差
は
分
散
分
析
で
有
意
差
も
出
て
い
る
の
で
、
誤
差
で
は
な
い
）。
こ
れ

は
説
明
に
値
す
る
事
実
の
発
見
だ
と
言
え
る
。

　

続
い
て
内
の
関
係
に
お
け
る
格
関
係
の
集
計
を
行
な
っ
た
。
格

関
係
と
動
詞
の
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ
た
結
果
を
図
２
に
示
す
。
こ

れ
か
ら
次
の
４
点
が
示
唆
さ
れ
る
。

　
　

⒀
ａ　

全
体
に
お
け
る
使
用
頻
度
お
よ
び
生
産
性
の
面
か

ら
、
そ
の
傾
向
を
捉
え
た
場
合
、［
ガ
格＞

ヲ
格＞

ニ

格＞

ヘ
格＞

デ
格＞

ニ
ヨ
ッ
テ
格＞

ヲ
通
ジ
テ
格
］
と

い
う
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。

　
　
　

ｂ　
（「
積
む
」を
除
く
）他
動
詞「
恐
れ
る
」「
心
掛
け
る
」「
冷

や
す
」
の
場
合
、
ガ
格
よ
り
ヲ
格
の
方
が
よ
り
生
産
的

で
あ
る
。

　
　
　
ｃ　
「
散
る
」「
積
む
」「
逃
げ
る
」
の
よ
う
に
移
動
を
表

す
動
詞
群
に
お
い
て
は
、
ガ
格
に
次
い
で
生
産
的
な
も

の
と
し
て
ニ
格
が
あ
る
。

　
　
　

ｄ　
「
固
ま
る
」「
賛
成
す
る
」「
躍
進
す
る
」
の
よ
う
な

変
化
を
表
す
動
詞
群
に
お
い
て
は
、
９
割
近
い
用
例
で

ガ
格
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

⒀
ｂ
で
は
係
り
受
け
解
析
の
段
階
で
ハ
句
に
隠
れ
た
ガ
格
を
取
り

こ
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
（
注

12
）。

[4]　

ま
と
め

　

本
研
究
の
調
査
に
よ
っ
て
全
体
の
傾
向
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

の
指
摘
の
妥
当
性
が
示
唆
さ
れ
る
一
方
、
語
彙
項
目
に
よ
っ
て
一

般
的
な
傾
向
か
ら
外
れ
た
分
布
が
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
示
唆
さ

れ
た
。
こ
れ
は
あ
る
集
団
の
平
均
的
な
挙
動
と
そ
の
部
分
の
挙
動

は
必
ず
し
も
同
じ
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
統
計
解
析
で
は
一

般
に
「
デ
ー
タ
の
層
別
化
の
問
題
」
と
し
て
知
ら
れ
る
問
題
の
一

種
が
生
じ
て
い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
こ
れ
は
文
法
レ
ベ
ル

で
の
一
般
化
と
は
別
に
語
彙
項
目
の
特
性
を
踏
ま
え
た
、
構
文
的

な
レ
ベ
ル
で
の
一
般
化
も
必
要
な
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
だ
と
言
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え
る
。

　

本
研
究
の
妥
当
性
で
問
題
と
な
る
の
は
二
点
で
あ
る
。
①
11
個

の
述
語
の
選
択
基
準
が
明
確
で
は
な
く
、
得
ら
れ
た
結
果
の
代
表

性
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
②
そ
れ
に
問
題
が
な
い
と
し
て
も
人
為

的
分
類
ミ
ス
が
排
除
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
種
の
問
題
が
残
っ
て

い
る
も
の
の
、
調
査
結
果
の
妥
当
性
以
上
に
私
た
ち
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
の
は
、
本
研
究
が
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ー
パ
ス
を
基
盤
と
し
て

構
築
さ
れ
た
大
規
模
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
が
言
語
研
究
用
の
有
益
な

研
究
資
源
に
な
る
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

５　

格
フ
レ
ー
ム
の
精
度
の
人
手
評
価
と
改
良
の
た

め
の
提
案

　

４
節
か
ら
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の
言
語
研
究
へ
の
利
用
可
能
性
が

示
せ
た
と
思
う
。
た
だ
、
現
時
点
で
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
が
ど
れ
ほ

ど
信
頼
で
き
る
資
源
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
黒
田
ほ
か
（
文
献
11
）

は
こ
の
問
題
意
識
か
ら
、
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の
精
度
を
人
手
で
評

価
し
た
。
こ
の
節
で
は
そ
の
結
果
を
簡
単
に
報
告
し
、
言
語
学
の

観
点
か
ら
精
度
向
上
の
た
め
の
提
案
を
行
な
う
。
こ
れ
は
言
語
学

か
ら
Ｎ
Ｌ
Ｐ
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
う
す
る
の
は
、

現
行
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
精
度
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
事
実
の

根
本
的
原
因
の
一
部
が
、
言
語
学
が
そ
れ
ら
に
つ
い
て
正
し
い
理

論
を
用
意
し
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
高

い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

[1]　

評
価
の
結
果
と
個
別
の
傾
向
の
分
析

①　

格
フ
レ
ー
ム
辞
書
が
表
現
す
べ
き
情
報
の
定
義

　

格
フ
レ
ー
ム
辞
書
は
有
用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
だ
が
、
用
法
ク
ラ

ス
タ
ー
の
一
つ
一
つ
が
表
現
し
て
い
る
情
報
が
何
な
の
か
は
明
確

で
は
な
い
。
文
献
８
の
示
唆
に
従
う
な
ら
ば
、
う
ま
く
行
っ
た
述

語
の
用
例
ク
ラ
ス
タ
ー
と
は
、［C

1 ,...,C
n

］を
総
合
的
に
判
断
し
て
、

文
献
８
の
言
う
意
味
で
の
特
定
の
状
況
を
表
わ
す
と
判
断
で
き
る

ク
ラ
ス
タ
ー
で
あ
る
。

　

格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の
用
例
ク
ラ
ス
タ
ー
C
が
理
想
的
な
状
態
に

あ
る
の
は
、
C
の
格
要
素
の
ど
れ
に
も
、
C
が
状
況
S
を
表
わ
す

な
ら
入
っ
て
い
る
べ
き
で
は
な
い
要
素
の
混
じ
っ
て
い
な
い
状
態

の
こ
と
で
あ
る
（
ど
の
述
語
を
見
て
も
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の
現
状
は
こ

の
理
想
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
）。

　

述
語
の
用
例
ク
ラ
ス
タ
ー
は
格
要
素
集
合
ご
と
に
適
当
な
得

点
を
与
え
、
そ
の
合
計
点
か
ら
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。
極
上
品

（＞
150
）、
美
品
（
150
〜
125
）、
美
良
品
（
125
〜
100
）、
良
品
（
100
〜
70
）、

並
品
（
70
〜
50
）、
難
あ
り
（
50
〜
25
）、
評
価
不
可
（
25
〜
０
）。

　

16
個
の
述
語
の
精
度
評
価
の
結
果
を
図
３
と
図
４
に
個
数
グ
ラ

フ
と
割
合
グ
ラ
フ
に
し
て
示
す
（
個
数
グ
ラ
フ
は
述
語
の
使
用
頻
度
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図３　横軸 = 述語ごとのクラスターの個数（品質別）

図４　横軸 = 述語ごとのクラスターの相対度数（品質別）
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を
表
わ
す
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
）。

②　

精
度
低
下
の
主
要
因
：
ニ
格
、
デ
格
の
曖
昧
性

　

一
見
し
て
述
語
ご
と
の
精
度
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
。
細
か
く

見
て
ゆ
く
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
　

⒁
ａ　

述
語
の
頻
度
の
ク
ラ
ス
タ
ー
精
度
へ
の
影
響
は
顕
著

で
は
な
い
。

　
　
　

ｂ　

ヲ
格
が
強
い
述
語
は
う
ま
く
用
例
が
ク
ラ
ス
タ
ー

化
さ
れ
て
い
る
が
、
ヲ
格
を
取
ら
な
い
述
語
の
ク
ラ
ス

タ
ー
化
精
度
が
低
い
。

⒁
ａ
を
考
慮
に
入
れ
て
⒁
ｂ
の
結
果
を
見
る
と
、
ク
ラ
ス
タ
ー
化

精
度
は
お
そ
ら
く
（
格
）
助
詞
の
意
味
の
広
が
り
に
反
比
例
し
て

い
る
と
言
え
る
（
注
13
）。
曖
昧
性
が
著
し
い
の
は
ニ
格
、
デ
格
、

ノ
格
で
あ
り
、
比
較
的
に
曖
昧
性
が
低
い
の
が
ヲ
格
、
ガ
格
で
あ

る
。
ガ
格
は
曖
昧
性
は
低
い
が
、
お
そ
ら
く
ハ
へ
の
吸
収
率
が
高

い
た
め
に
獲
得
さ
れ
る
実
例
数
が
少
な
く
、
用
例
ク
ラ
ス
タ
ー
の

弁
別
に
貢
献
し
て
い
な
い
。

　

ニ
格
が
関
係
す
る
述
語
の
精
度
が
低
い
最
大
の
理
由
は
ニ
の
用

法
の
多
様
性
に
あ
る
（
用
法
に
よ
っ
て
ニ
格
が
項
に
相
当
す
る
要
素

だ
っ
た
り
、
し
な
か
っ
た
り
す
る
）（
注
14
）。
改
善
策
は
⒄
で
示
す
。

ニ
格
要
素
と
同
じ
こ
と
が
デ
格
要
素
の
集
合
に
関
し
て
も
言
え
る

が
、
デ
格
は
そ
れ
で
も
ま
だ
ニ
格
よ
り
は
曖
昧
性
が
少
な
く
、
ま

た
、
ニ
格
と
違
っ
て
（
準
）
項
を
マ
ー
ク
す
る
率
も
低
い
の
で
、

デ
で
終
わ
っ
て
い
る
文
節
の
下
位
分
類
が
効
果
的
で
は
な
い
こ
と

は
、深
刻
な
精
度
の
低
下
に
は
繋
が
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。

[2]　

言
語
学
者
に
よ
る
対
策
の
提
案

　

以
上
の
問
題
は
次
の
対
応
を
取
る
こ
と
で
改
善
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？

　
　

⒂　

用
例
結
合
の
た
め
の
閾
値
は
現
在
は
一
律
に
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
述
語
の
意
味
ク
ラ
ス
ご
と
に
別
の
閾
値
を
最

適
化
し
た
り
、
統
計
量
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
は
精
度
向

上
の
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
図
３
の
結
果

を
見
る
限
り
、
結
合
の
閾
値
を
ヲ
格
を
も
つ
述
語
と
も
た

な
い
述
語
に
区
別
す
る
だ
け
で
も
、
そ
れ
な
り
の
効
果
が

あ
る
だ
ろ
う
。

　
　

⒃　

用
例
収
集
・
結
合
の
活
用
形
ご
と
の
層
別
化
：
大
き
な

効
果
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
が
、
李
ほ
か
（
文
献
13
）

の
結
果
を
考
え
る
と
述
語
を
タ
／
テ
イ
タ
／
ル
／
テ
イ
ル

形
ご
と
に
採
集
し
、
活
用
形
ご
と
に
用
例
ク
ラ
ス
タ
ー
化

し
た
後
に
一
つ
に
統
合
す
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
結
果
が

得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
一
部
の
述
語
の
ク
ラ
ス
タ
リ

ン
グ
は
こ
れ
で
精
度
が
向
上
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　

⒄　

ニ
格
要
素
と
非
ニ
格
要
素
の
識
別
：
ニ
で
終
わ
っ
て
い
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る
文
節
（
＝
名
詞
句
あ
る
い
は
後
置
詞
句
）
か
ら
ニ
格
を
識

別
す
る
必
要
に
つ
い
て
は
５
節
[1]
②
で
す
で
に
述
べ
た
。

こ
れ
に
は
次
の
方
法
に
即
効
性
の
あ
る
効
果
が
期
待
で
き

る
と
思
う
（
注
15
）。

　
　
　
ａ　
「
Ｘ
に
」
の
要
素
〝
X
〟
に
つ
い
て
他
の
格
（e.g,

X
が
、

X
を
、
X
か
ら
、
X
の
、
…
…
）
の
要
素
に
な
る
か
を
判

定
し
、

　
　
　

ｂ　

他
の
格
に
現
れ
る
（
か
期
待
さ
れ
る
格
分
布
に
従
っ
て

い
る
と
判
断
で
き
る
）
な
ら
、
ニ
格
要
素
と
、

　
　
　
ｃ　

他
の
格
に
現
れ
な
い
（
か
期
待
さ
れ
る
格
分
布
か
ら
明

ら
か
に
偏
っ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
）
な
ら
、
非
ニ
格
要

素
と
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
統
計
量
を
使
っ
て
ニ
格
と
非
ニ
格
を
効
果
的
に
区

別
で
き
る
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
（
名
詞
句
に
期
待
さ
れ
る
格

分
布
の
正
確
な
姿
は
一
般
に
は
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
は
独
立
に

調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
）。

話
を
更
に
一
般
化
す
る
と
、
次
の
可
能
性
に
繋
が
る
。

　
　

⒅　

格
分
布
ク
ラ
ス
を
使
っ
た
名
詞
の
下
位
分
類
の
推
定
：

標
準
化
さ
れ
た
格
列
A
＝
［
─
ガ
、─
ガ
２
、─
ヲ
、─
ニ
、

─
デ
、
─
カ
ラ
、
─
マ
デ
、
…
…
］
が
あ
る
時
（
注
16
）、

　
　
　

A

（N

）=

［p
1 ,...,p

m

］（p
i =.

n
i

Σ
m

 
1 n

i

）
に
よ
っ
て
名
詞
N
の
格

頻
度
分
布
を
定
義
し
、A

（N
1

）,...,A

（N
n

）
を
同
値
類

に
分
類
（
例
え
ば
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
）
し
てN

1 ,...,N
n

の
下

位
分
類
を
得
て
、
そ
れ
でN

i

の
ク
ラ
ス
を
推
定
す
る
。

[3]　

現
行
の
辞
書
構
築
の
主
な
問
題
点

　

評
価
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
現
行
の
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の

（
言
語
学
者
か
ら
見
る
限
り
）
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
点
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
　

⒆　

共
起
情
報
の
損
失
：
現
行
の
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
で
は
名

詞
（
句
）
同
士
の
共
起
情
報
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
た
め
「
x
が
y
を
襲
っ
た
」
か
ら
ニ
格
名
詞
と
し
て
y

が
採
ら
れ
た
時
の
ガ
格
名
詞
が
何
で
あ
っ
た
か
が
明
示
さ

れ
な
い
。

　
　

⒇　

同
表
記
異
語
の
扱
い
：
「
避
け
る
」
に
は
「
さ
け
る
」

と
「
よ
け
る
」
が
混
在
し
て
い
た
。
読
み
の
推
定
と
語
義

の
推
定
は
表
裏
一
体
な
の
で
、
語
義
推
定
の
手
法
の
進
歩

が
問
題
の
根
本
的
解
決
に
は
不
可
欠
だ
ろ
う
。

　
　

�　

よ
り
大
き
な
単
位
で
の
検
索
の
必
要
性
：
意
味
を
単
位

と
し
た
場
合
、
形
態
素
よ
り
も
大
き
な
単
位
の
分
割
が
必

要
で
あ
る
。こ
の
意
味
で
の
過
分
割
の
発
生
頻
度
は
高
く
、

影
響
は
無
視
で
き
な
い
。「
者
」
の
よ
う
な
接
尾
辞
、「
上
」

の
よ
う
な
接
尾
辞
化
し
た
形
式
名
詞
が
─
見
か
け
の
被
覆

率
を
向
上
さ
せ
つ
つ
─
ク
ラ
ス
タ
ー
結
合
の
精
度
の
低
下
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を
招
い
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
こ
れ
は
係
り
受
け
の
前

に
形
態
素
の
結
合
処
理
を
入
れ
る
こ
と
で
対
処
で
き
る
だ

ろ
う
。

　
　

�　

複
合
動
詞
の
扱
い
：
複
合
動
詞
の
格
支
配
が
う
ま
く
処

理
さ
れ
て
い
な
い
。V

1

（e.g,

「
襲
う
」「
解
く
」）
がV

1

＋

V
2

（e.g.,
「
襲
い
＋
か
か
る
」「
解
き
＋
放
つ
」）
と
い
う
形
で

複
合
動
詞
を
な
す
場
合
に
、V

2

の
格
要
素
と
な
っ
て
い

る
形
がV

1

の
格
要
素
と
し
て
抽
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�　

ハ
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
格
の
扱
い
の
改
善
：
係
助
詞
ハ

の
要
素
は
収
集
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ハ
に
化
け

て
現
れ
や
す
い
格
要
素
の
事
例
が
十
分
に
収
拾
で
き
な
い

と
い
う
結
果
を
生
ん
で
い
る
。
評
価
の
結
果
を
見
る
と
、

影
響
を
受
け
や
す
い
の
は
ガ
格
で
あ
る
。
ガ
格
は
一
般
に

省
略
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
ハ
に
吸
収
さ

れ
て
い
る
た
め
に
取
り
こ
ぼ
し
率
も
高
い
と
思
わ
れ
る
。

ガ
格
の
被
覆
率
を
上
げ
る
に
は
ハ
に
隠
さ
れ
た
格
の
推
定

が
必
要
か
つ
有
効
だ
ろ
う
。

６　

終
わ
り
に
代
え
て
：
加
工
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
使

う
理
由

　

Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
を
言
語
研
究
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
加
工

=

前
処
理
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
加
工
は
長
谷
部
（
文
献
22
）
の

実
装
し
た
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
除
去
処
理
に
は
限
ら
な
い
。
表
層
情
報

よ
り
も
先
に
進
み
、
意
味
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
思
え
ば
、

形
態
素
解
析
、構
文
解
析
の
自
動
化
の
重
要
性
が
増
す
。格
フ
レ
ー

ム
辞
書
は
、
人
手
で
解
析
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
ほ
ど
大
規
模
な

デ
ー
タ
か
ら
抽
出
さ
れ
、
そ
れ
な
り
の
精
度
で
一
般
化
さ
れ
た
述

語
／
項
関
係
の
大
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
被
覆
率
の

高
さ
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
で
意
味

研
究
の
た
め
の
前
処
理
を
省
け
る
。

　

一
方
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
研
究
者
は
言
語
学
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

に
期
待
し
て
い
る
。
係
り
受
け
の
精
度
向
上
は
時
間
が
自
然
に
解

決
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
は
な
い
。
言
語
学
者
が
格
フ
レ
ー
ム
辞

書
を
使
い
、
そ
の
改
良
の
た
め
に
Ｎ
Ｌ
Ｐ
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

す
る
こ
と
は
、
言
語
学
の
将
来
の
た
め
の
投
資
だ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
？

注１　

よ
り
詳
細
な
検
討
は
前
川
（
文
献
６
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

２　
http://m

ecab.sourceforge.net/
３　

現
状
で
は
類
似
度
の
計
算
に
シ
ソ
ー
ラ
ス
の
情
報
を
使
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
使
わ
な
い
方
法
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。現
行
の
構
築
法
で
グ
ル
ー
プ
化
に
使
っ
て
い
る
類
似
度
の
指
標
は
、

述
語
の
直
前
に
あ
る
格
要
素
（
直
前
格
）
の
名
詞
の
類
似
度
で
あ
る
。

４　

http://nlp.kuee.kyoto-u.ac.jp/nl-resource/jum
an.htm

l
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５　
http://nlp.kuee.kyoto-u.ac.jp/nl-resource/knp.htm

l
６　

依
存
構
造
の
定
義
を
尊
重
す
れ
ば
厳
密
に
はs1

は
［
頼
っ
て
、出
た
］

も
含
む
べ
き
だ
が
、
現
行
の
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
で
は
〝
V
の
連
用
形
＋

テ
〟
を
項
／
述
語
対
の
集
合
に
含
め
て
い
な
い
。

７　

係
り
受
け
解
析
と
依
存
構
造
解
析
の
同
一
視
に
は
問
題
が
あ
る
。
詳

細
は
黒
田
・
飯
田
（
文
献
12
）
を
参
照
。

８　
「
次
郎
は
」
が
「
頼
っ
て
」
の
（
ガ
格
の
）
項
で
あ
る
こ
と
は
係
り

受
け
解
析
で
は
明
示
的
に
は
表
現
さ
れ
ず
、（〝V

1

てV
2

〟
の
よ
う
な
）

並
列
構
造
の
処
理
な
ど
を
経
て
復
元
す
る
必
要
が
あ
る
。

９　

こ
れ
は
現
在
、
開
発
者
の
河
原
大
輔
（N

ICT

）
氏
が
対
応
策
を
実

装
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

10　

こ
の
階
層
性
を
形
成
す
る
要
因
と
し
て
認
知
的
な
理
解
し
や
す
さ
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
使
用
頻
度
も
こ
の
階
層
に
沿
う
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

11　

こ
の
抽
出
作
業
に
は
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の
検
索
の
ｗ
ｅ
ｂ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス http://reed. kuee.kyoto-u.ac.jp/cf-search/ 

は
使
っ
て

い
な
い
。
た
だ
し
、
格
フ
レ
ー
ム
辞
書
の
検
索
結
果
か
ら
原
文
を
参
照

で
き
る
の
で
、
同
じ
こ
と
を
ｗ
ｅ
ｂ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
使
っ
て
行

な
う
こ
と
は
（
手
間
は
か
か
る
が
）
可
能
で
あ
る
。

12　

た
だ
、
こ
れ
が
「
積
む
」「
固
ま
る
」「
賛
成
す
る
」「
躍
進
す
る
」

の
用
法
ク
ラ
ス
タ
ー
と
の
対
比
で
説
明
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
は
、

ハ
が
ガ
を
隠
し
や
す
い
述
語
（
か
環
境
）
と
そ
う
で
な
い
述
語
（
か
環

境
）
の
区
別
が
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
独
立
の

調
査
が
必
要
で
あ
る
。

13　

こ
の
可
能
性
は
黒
田
ほ
か
（
文
献
11
）
の
研
究
に
先
立
っ
て
藤
井
ほ

か
（
文
献
21
）
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

14　

ヲ
格
を
項
に
取
ら
ず
、
ニ
格
を
項
に
取
る
述
語
の
中
で
は
「
寄
与
す

る
」
が
例
外
的
に
精
度
が
よ
い
。
こ
れ
は
こ
の
動
詞
と
共
起
す
る
ニ
格

の
曖
昧
性
が
例
外
的
に
低
く
、
程
度
や
様
態
を
表
わ
す
副
詞
類
が
共
起

し
な
い
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
。

15　

こ
の
方
法
は
加
藤
鉱
三
（
信
州
大
学
）
の
提
案
に
よ
る
。

16　

た
だ
し
、
自
動
詞
の
ガ
格
と
他
動
詞
の
ガ
格
は
区
別
す
る
必
要
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。
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